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平成３０年度の活動が始まりました。今年度も例年同様『サッカー及びその他様々な活動を通して』この言葉を常
に念頭に置きながら微力ではありますが活動を展開していこうと思っています。どうぞ宜しくお願い致します！

クラブエンブレムに託された思い！
これは３．１１東日本大震災以降に新たに作成したクラブのロゴマークです。

このマークには、震災からの復興を祈願したたくさんの思いや願いが込められて

います。【VAMOS（バモス）】はクラブ名にもあるように、「がんばろう！やるぞ！」

の前向きな言葉を表しています。この言葉に囲まれたエンブレムには、サッカー

ボールの形をあしらいその中に福島県を描き、黒点はクラブの所在地である白河

市西郷村を表しています。また６本線は、東北６県を表しその上の星は東北地方

が震災を乗り越えいつの日かまた光り輝いてほしいという願いや思いを込めてい

ます。左記のロゴマークの下の文字は、「Ｗｅ Ｆｉｇｈｔ Ｔｏｇｅｔｈｅｒ」

と記されており、「逆境から共に立ち上がり輝かしい未来に向かって突き進もう！」

の意が込められています。我がクラブでは、今年度も前年度同様、いやそれ以上

の気持ちを込めてこのマークに記された思いや願いを果たすべく、微力ではあり

ますが、全力で邁進していこうと思っています！スポーツを通して、一人でも多

くの方々が笑顔になり生き甲斐を持ち日々の生活が潤い豊かになり、そしてその

こと全てが心と体の復興に繋がり、しいては、一人一人の皆様の輝かしい明日に

繋がればと思っております。ＶＡＭＯＳ福島！ＶＡＭＯＳ東北！ＶＡＭＯＳ日本！

我がクラブの活動の五つの柱

Ⅰ 健康増進及びスポーツ振興を目的とするイベントの開催に関する事業
☆小学生対象各種サッカー大会実施・幼児対象サッカーイベント実施・親子ハイキング等々の実施ｅｔｃ

Ⅱ 健康増進及びスポーツ振興を目的とする教室の開催に関する事業
☆食育講座実施ｅｔｃ

Ⅲ スポーツクラブの運営に関わる事業
☆ホワイトリバーフットボールクラブの運営・ストリートサッカークラブの運営

Ⅳ スポーツに関する指導者派遣事業に関わる事業
☆２１世紀の福島の未来を担う子供たちの心と体の復興支援活動実施
☆白河市主催エンジョイフットサル教室への指導者派遣

Ⅴ その他の事業 ［２０１８年４月１４日実施イベント］

☆サマーキャンプ実施・クラブ親睦交流会実施・Ｊリーグ観戦ツアー実施ｅｔｃ
この五つの活動の柱を中心に、今年度も様々な活動を展開していこうと思っています！

２０１８クラブオリジナルグッズ！ ５月の主な活動予定
２０１８年度クラブ入会者の皆様にささやかではありますが下記 ①３日（木）～４日（金）『第３７回ＦＣＴ・ＪＡ共済カップ福島県

のグッズを進呈させて頂きます。それは・・・。昨年度クラブエ 少年サッカー大会県南予選』（トップクラス４～６年生選抜）

ンブレムをモチーフに缶バッジを作成し配布させて頂いたところ、 ②２６日（土）クラブ主催『第２１回ヤマザキスポーツカップ

大好評！？でしたので、今年度も缶バッジを・・・。デザインを サッカー大会』開催（小学３～４年生対象）

色々検討した結果、今年度は我がクラブの信念！？を盛り込んだ ③各種（サッカー・ストサカ他）トレーニング

このデザインをバッジに施してみました。このデザイン見たこと ※詳細はそれぞれのコーナーの活動計画参照

ある！そうです！これは、クラブバスに ④２１世紀の福島の未来を担う子供たちの心と体の復興支援活動

もクラブ車にも掲載されているもので、 延べ１４園で２０回の活動実施予定

福島の復興を祈願した我がクラブの思い ⑤指導者派遣事業「白河市エンジョイフットサル教室」従事

のぎっしり詰まったものです。３．１１ １１日（金）・１８日（金）アナビースポーツプラザ

東日本大震災から７年目、福島の全ての

人たちの本当の復旧復興を願って・・・ ※上記以外にも活動が加わることがあります。詳しくは、

そんな思いの籠もったこのバッジをぜひ クラブホームページを随時チェックして下さい！

とも身につけて頂ければ幸いです！


